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　　　　　　　　　はじめに

前報では，，風呂敷状，帯状かぶりものに次いで，頭

巾状かぶりものにpいて報告したが？，ここではやや

特殊な防寒用かぷりもの舟帽子と，かぶりものiCも用

いちれることの多い手拭，さら1ζ，眼面を覆う眼当資

料についての観察結果を報告する。その大半は渋沢敬

三氏・ら1ζよって集ぬられた，かってのアチック・ミュ・

一ゼァム収集資料である。

　．．、，、，，、r　一：一・研究方法

』分析の方法は前報に準じて次のような項目とした。

結果のデ7タは表1．にまとめた。

　一｛1｝一資料の情報：名称（呼称）t採集地，採集年代，

ギ，なξ∵一　　　一

誤2），・形桟寸法，一仕立て方（写真，図）など

　　　材料，染め色，柄，用布，厚さ，重さなど

　　，’」・芦、㌧∴　1』

」鼎・．、，、．1：　詰果と考察・

資料3－1．．二：i〔品名ユ：ふな帽子1・．．

｛標本番号〕　－1　74gg　　（表類】『ニー5－13）

C』A新潟県南蒲原郡見附町大字稲名寺通の十島興一郎氏

の寄贈になるもので，1935年10月、9日に岩倉市郎氏ic

よ；っ　1三角帽子．（標本番号17500）、等と一緒に採集さ

れた．もの研．1…1・」　　－L

二L・1形状は図・1，写真1にみられるように舟形をしてい

るため海帽子と呼ばれており，ま窟タコボッチ等と

．も云われている。一般には紺色のも｛㍗が多いが，．本資料

の色は珍らしい柔び茶色．〔5RP3／6　（dark　red

purple）〕であるから女物だった傘≧思われる。幸材

は綿ネルであるが，よく使い込んであるため毛羽立ち

がとれて，厚i手木綿のようにみえる。手にとると・ホ

鳳．リ・のよう1な繊維の．くずがおちる。形は他⑱同形の資

料に比べて両端の部分の幅がやや広く，出来上り幅8

㎝程である。糸密度は起毛のためよくよみとれな翻。’』

　裁ち方は，この資料は，広幅物からとったものであ

ろう，端の一方は耳ではない。片面の中央にはぎがあ

り，頭頂部では中心線から5　cmほどずれているe縫い

方は右よりの紺糸1本でO．8㎝の鐘い代で，三合わせ緯

い〔10針目／1．Ocm〕ののちふせ縫い〔1玉錯自／抑㎝〕，

耳でない部分はO．5㎝幅で折り伏せ縫い｛1i鎌冒／19

㎝〕にしてある。布端1ヰ裁ち切りのままで挙るが，誘

質からみてほっ櫨ほとんζない51肺は広igigopt一

め70cm位で足りるであろう。

資料3－2　〔品名〕頭巾

〔標本番号〕22954（衣類F－3，　T6）　，　　1、

　埼玉県見玉郡で収集されたもので現地名は（モオq

クズキン）でi5り，他の情報はない。．主1「老人IC．よっ

てかぶられることから，この名がっけられたものであ

ろう。

真綿でつくっlteの形態の頭巾齢で噺潟県では

入手できるが，こ瞭料顧綿を蹴布躰う1・太く

糸にっむいでから，緯糸と一 kて織りtんでいる。

　経糸は細い左撚りの木綿糸が〔14本／φ〕の糸密度

で入？てお鱒離糸の真綿綿太さ曝熾宜欝砂
　〔7～8本／㎝〕が条子織状に謙」られている。ヤた奉

って手ざわりがやわらかく蕩々と仕上っているe｛持に

裏側があたたかそうに起毛していたようであるeよく

｛吏いこんであり今では糸がよれかたま『た部分も南株

明る唖卿色〔？．5B3／6価1三⇒iゆ｝も，ま
だら模様になってみえた箏している。織って？6，ら染曲

たものと患われる。

　直線部分の霧端は耳のまま，麟線部分は断ち劔1導の

ままで始末はしてない歩，9．S㎝の縫い代で，木綿糸

でミシン縫いがしてあるたあ丈夫である。裏姦1ま勿論
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ts　v．鶏穿鴇ま婁蒲醗控と雛定さ才王親

’es舞3　・一　3　〔最軽｝タコ累豊チ

漂本番幕｝2圭＄憩俵頚嚢一達縫＄〉

　こ魯嚢隷該地繊婁本雛で毒る。手毒里長いことと、形

壽韓コ弼緩て1・is［）で妻コ事ッチ｛D名thlつ妙ら載たも

憩で毒ろうs㍉灘銘も轟尊であるe

　蕪のモオ貸｛詩まキンと蝦たよき誼素軽で、・細い本綿

の経蕪こ爽譲を索くっむ華で織こ織…穿這んであ移，莚

毛さ葦て華塩蓮韓聾喬な藍舞毎で，豊譲鷹｛2，5P

B3ノ書｛eeep　blue｝｝納館ま染まっていない）で、

毒ま善蓮羅さ蕊て㍉・燦㌔長…き三艶群毒こも畏ぶ大きな

霧魑まぎ｛事建く蓮｛・てあ臨冬期1こ緩をとるた勘かぶ

雫允毒錠｝で轟ろうさ

　i裁ち強ま．戴ち選窪鐵・た錘たっぷ1）と219｛x・穫Cb

憲董羅VS－t．と悪象｝載着章霜蛾離繋ま，いず戦も耳1こ電『

って麺て撫さ慧らず．盛ぶ警やすVa頭離の磯織葦）額

登薯鐵ちk？　lj　gsま葦で毒渤｛，馨質鄭フェル磯して

｝．・るえ毒毒っ蕊る隷子慧敏㌔趣隷鑛醸ま｛鶏磁まど

毒縫麸難報毒講ミ短｝黒寒糠暑毎裏本ど参で（9本／鶉

蕊｝癒どで合お巷縫華建むてある。戴ち方推定図は魍

承も動通参であるe溺姦は219　cm位であろう。

姿醤3一噂　　｛最名）毒副内ンム夢

｛擦庫番号｝194eg〈表類F－4－9）

　三垂曝志摩轟憩嚢塒から鶏3？隼丁選玉雛聾こ盛草墾潤

SxltSって採集さ無たもの婿現地毛毒包饗ン云誓で毒塩

　難齢ふな難子で毒毒泰，亭や変影もて毒善懸郭藻

蜘藍灘享蕪㌔毒蝦謡蓉蕪凝螢ミ纏麗灘二縫…b，

類て緊蚤垂寧っ嚢彗と毒一毒ン五餐もて接茎こi羅を舞轟

£毒曇薫毒ら・う“i髪を太きく鞍って毒寮ぶ轟る式きさ

で毒義簿贈灘講華まうで，薄穀て拳為
雲謎華誌密慶舞無譲藏無地　〈1992／2｛も麺蕊

嶺｛潅｝き趨霊頭譲醸黄｛b．sy33／叙轟む

蓬｝lge｝］毒襲素鐸っ郵て拳る9

　婆翻隷垂蔓錘薄撰孟ぎ毒で．票撰申婁塗彊の郵旗こ

表戴1褻憲毒灘糞熱蝶舅こ．裁こ庫さい§を掛むて

套蕪憲と1っ蓼てある難．裏泰理まぎ翼韓串毒から‘ま

ずもて淳み鍾唾套らな弊まう義濾もてあるe裏泰の姦

離紐一一S’1ま表毒1こそろえて葺㊤ま甕君榔穿の縄本編糸

i本で蓑せ縫い，もう一方睾講磯球二のだろうか；途串

磁ち嬢彗鐙ま詣こなって1・るeI

　蓑矯蒙》蟹｛舞霧誰重右著辮ラ砂舞抄黒本縮糸で〔7針匿

／欝一舞｝会彰彗縫華覇援，難舞農／短切でとll；

遜i撃もてある；よくz｝）＄　－ny一たらもく，裏翻φ糸99黒色

妻毒萎奮褒の顯こ頚療部¢縫1・i糸あ琶婁ま繍とんどさあ

一・て嚢籔毒るe舞毒勇i垂i嫁藻惣ま一つ｝「妻ま葺¢ままであ

る毒ま，・一寿く毒そらく藩の寿）｛ま耳の部分を訴姿返し

て状せ縫いがしてあるe穣霧は225　em泣と悪われるe

資醤苫一一5　｛最名」ナPtユテ

｛糠本番号｝15？34｛表頚F－5－？）

　描誕隼弩薄，岩手渠圭鶏留群土灘で佐々＊喜善氏㊤

採無こよるもの。麗地名も疑瑳で，欝考撒こ老婦人の

援箏物とある。標本番号15？35のナ滋ユテも一緒に採

集さ筑ているぶ，ご報ま現地名泰ナ葦ユテで礎考撚こ

ビyヴメとあ箏，13、5㎝楓1諦㎝の譲長い欝斌の霧

であるe

彫績はゼeStまでのふな鰹子，モオ荘クズキ熟タ

コ　＊；　，yチsボー需ンムljと織様で，考状の毒を2枚合

わ慧て縫ってある謬，彊の部分蒼ややぜまく高く採ら

轟てお蓼，しかも何よ珍も置線の部分まで縫い合わせ

て袋状にしてあるところが異なる譜ま琶めかぶ吟勤だ

7’ ｽ㊧を後莚直線部分を縫い合わせたのではなく’．1載・

むあから袋状にっくられていること鯵わ鎚る。品題慧・一

ナカユテであ1］，手試いとして罵いたことも考え：られ

る。ふな帳子も蜘こかぶるだ娃でなぐi婁に巻くなど多

湾なかぶ箏方があ箏，あるい1まその意疎で共趣醇穣、

方もあるかもしれ熊㌔　　　　』1…『∴一・・一：1－一

　色は黒で毒る麟．手戴い様の薄手木綿を糠、てある

た鈴柔らかく，手鼠として毒投もi果たせる戴爾脇の

羅UtnagSこ絞った鞍辮あることか嚇縛って用窃だも

魯顛とも愚お載る。かな1）よく使益古されているbI

　素搬ま隼織参木纏＃糸密露ま経（26本〆｛浦¶緯（22

本ノ｛癩である。継い糸を鶏いた量産生品でブ色も合

絞難鞭難沈灰9郎2（冨瑠is励…a戯｝）の無地

で毒るe　　　　　l　　r　㍉　一一’・

　縫い宕縁，甕線部分の濁端を縫い残して縫い代1　eni

慧どの袋撫こ縫ってある’S毒を寧表にして裏劉を出し

てから手の部分を粗くくけてあるよ鳶部と1；っ鐘残む

露ある．pal，　E方1ま丁寧であるが，おさえのと¢鍮Shs’

ないたあ弧の麹繍望ころどころ勇ばっ之いるぎ浮の

端の角の始家も糧末で，縫製技衛雑あま参よぐな雛ぴ

　裁ち方は吾鋼・1　iζみられるよう｝ここれ嶺での資料3

一達から3－－5までの類骸の形状の蕊線裁ちの場合で

も，資料3－1を除いては，中央沼まぎ昌を入れずた

っぷ瞥と騨遊思いてお甑農秘ヒおいでも必ずむも

経淺姓だ哲を重観して衣生摺が嘗まれでいだので推な

いζと霧わかる9翻ミ鮭紬2鵬姦である∂・准，・二嘘

資餐3－－s　｛贔妾｝、メ尭ダシ　　et…、r　i・Y・T，，

饒本群｝｝王毒379鎮類嚢ユ葺㎡鋤：・∵ll・”‘．．’

　瑠縛歪鰯田，器手票壼手舞雫石緑き採集さ薮た

も勇で㌧融壽嘉多美畏あ採集，一寄繕塵あ嬬葡々報の

一鑓一
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資料1－4のシハンも同時採集である。

　1938年の今和次郎氏の採訪記にもシハンや腹当てと

あわせてこの顔当てが「馬の尾で織った布に縁づけし

たものでベールをっけたような外見で、異色を発揮し

ている特殊なもの」として報告されている3）。目的は

あぶやぶよに刺されるのを防ぐためと書いてあるが，

たな草のとり稲の穂が目に入って痛めないためともき

いている。J

　太い馬の尾の毛を用いてあるためシャリッとした手

ざわりで，細かいふるいの目のようなかたさがある。

今ではさ’わるとくずれおちるほどにぼろぼろになって

いるが，それにしても馬の毛でどのようにして作った

ものであろうか，毛のっぎ目は全くない。

　糸密度は経∴緯とも〔10本／㎝〕で平織り状，色は

濃茶〔9YR3／3（dark　yellowish　brown）〕で

ある。

　三辺を紺木綿〔3PBL5／4（dark　blue）〕の

へりとり布を1．5㎝幅にぐるりとまわし，粗いぐし縫

いで止めつけてあるが，大半は退色して白茶けている。

上部は1，5㎝幅，長さ85㎝の紐をつけ頭部で結えるよ

うになっているe

資料3一了　　〔品名〕メスダレ

〔標本番号〕ユ7026（衣類F－5－11）

　1935年2月15日，新潟県中頸城郡桑取村大字皆口で

A・M同人によって採集されたもので飯塚猪之助氏の

寄贈になる。

　前の資料3－6の馬の毛のメスダレと異り，丈の短

かいからみ組織の織物で、これは遮光用具の雪目覆

いであろう。うす手の布を通して陽光の強さを緩和し

眼部を保護するサングラスと同じ機能を持つものとし

て天野武氏によっ1て報告されているの。新潟県にある

津南町歴史民俗資料館の秋山郷および周辺地域の山村

生産用具（国指定重要民俗文化財）の中にも数点これ

と同種のものがみられる。

　素材は黒色〔N1（b正ack）〕の絹布で経糸だけが2

本ずっ振れて織られている。糸密度は経〔24本／cn：〕，

緯〔20本／en〕である。

　縫い方は，片側の耳をのぞいて裾側は1㎝、脇はO．5

㎝に簡単に伏せ縫い〔10本／10cn：〕をし，上方に黒と

白の絹の変り朱子織りの紐が1．　7　cm幅でついている。

しかしよく使い込んだためメスダレの上部以外はすり

きれてしまい，褐変した白い丈夫な綾織りの紐がミシ

表1．船帽子状（0），眼當て状（★）かぶりものデーター覧表

3－1 3－2 3－3 3－4 3－5 3－－6 3－7 3－8
　　　　　恥　　，

@　名（現地名）　　　」‘項　目　　採集号

ふな帽子
iふな帽子う

頭　　　巾
iモオロクズキン）

タコボッチ
iタコボッチ）

ホーカンムリ ナカユテ
kナカユテ）

メスダレ
iメスダレ）

メスダレ
iメスダレ）

眼　當　て
i眼　當　て）

17499 22954 21390 19409 15734 16379 17G26 23156
地 新潟・見附 埼玉・見玉 三垂・和具 岩手・土渕 岩手・雫石 新潟・桑取 秋田・角館

形　　状1分　類 船　　　帽 子　　　状　　　£』 眼　當　て　状　ニロ層

仕　　立　　て　方 単 単 単 単　　（裏） 袷 単 単 単

接ぎ布の枚数圃 1 1 1 1 1 1 1 1

縦　　　　　㎝ 25 24 24 28 3a5 22 25 15

寸
法

横・』　　．侃 133・ ユ30’ 135 148 127 22 10 15

重なりの枚数 2 2 2 2 2 1 1 1

材　　　　　　質 綿　ネ　ル 羊　　　毛 羊　　　毛 木　　　綿 木　　　綿 馬の毛？ 絹 生　　　絹

組　一　　　　織 平　　　織 朱　子織 平　　　職 平　　　織 平　　　織 からみ組織 からみ組織

経　　一本／㎝ 14 起毛している 24 26 lo 18毒
緯　　　本／㎝

起毛している
7・－8 ’ 22 22 互o

細　か　い
14

厚、　さ　　㎜， o．63 22 2．3 1．05 一　〇．6 0．53 029 o．1？

色一 @　・　　柄 えび茶無地 青　無地 濃い青無地 紺　無　地 灰黒無地 湿　　　茶 黒 黒　無　地

材1　　　質 木　　　綿 木　　　綿 本　　　綿 木　　　綿 木　　　綿 本　　　綿

撚　　　　　り S S S S S S

色 紺
ミシンぬい

黒 黒 紺 黒 黒

一
鑓
い
糸
・
鑓
い
方

本　　　　数 1 1 1 袷仕立て 1 1 1

謎　い　代bゆ o，B 1 0．5 12 L7 1 o．7

縫　　い　　方 合わせ，ぷせ 合　わ　せ 合　わ　せ 合わせとじ へり縫い 伏せ魅い 折う粧い

鑓い目針目／㎝ 10　11 9 7　6 11 1脅 11

布　　　幅　　・㎝ 36 27 36 36 33．5

推　定　用　布　㎝ 70 200 210 225 2GO 16 26 20

重　　　さ 84 139 196 140 43 23 11 6

一61一
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ン縫いしてつけられている。

資ig　3　・－8　〔品名〕眼當て

〔標本番号〕23156（衣類F－3－7）

　秋田県仙北郡角館町で採集されたもの，現地名も同

じであるが他の情報はない。

　前の二者のメスダレに比べて形状はやや小ぶりであ

る。材質は絹で生絹と思われる。精練してないため生

地にはりがあり，よく透けて見える。

　織り方はやはり前資料と同様からみ組織の織物で糸

密度は経〔18本／㎝〕，緯〔14本／en〕、色は黒〔N　2

（grayish　black）〕であるが，布地が弱くなってと

ころどころきれはじゐている。紐は洋服地らしい茶色

の旗淡の斜格子のプリント生地が用いてあり，重さの

大半はこれによってしめられている。

縫い方は1一眼當の周辺にα7㎝中畠の縫い代〔11針

目／10㎝）で，折り縫い，紐の91㎝は1～1．5㎝幅に

折り，上から〔8針目／10cm〕でぐし縫いがしてある。

資料3－9r　3－10　〔品名〕鉢巻手拭

〔標本番号〕ユ4926，14927（衣類F－5－2）

　両資料とも1928年，東京都字新島で藤木喜久磨氏に

よって採集されたもので，資料1－9の頭当と同時

採集である．品名に鉢巻とあるから頭に巻いた手拭で

あろう。

　頭当は使い古してあったが，この二者はまったく

使用されたあとがなく，青味黒〔10B　2／2（bluiSh

black）〕の型染模様がくっきりと，白地の部分にまで

つくほどに濃く染めつけられている。江馬務氏による

と手拭の染め方には，型紙で摺り込む方法と，表裏と

も板に張り糊置きして刷毛で染める，あるいは浸深す

る方法があるということで5），これはあるいは前者の

摺り込み染めかもしれない。

　両者とも約300m長さの型紙（渋紙）を用いているが，

一見してっなぎ目がわからないような，見事な職人技

で染められている。更に両者とも表と裏の両方から型

おきされているから高度な技術による仕事である。

　素材の平織りの白木綿布は、布幅，厚さとも両者で

やや異なり同じ布ではないが，同じ紺屋でほぼ同時に

染められたものであろう。

資料3　－11　〔品名〕手拭

〔標本番号〕14929（衣類F－5－2）

資料3－12　〔品名〕手拭

〔標本番号〕21462（衣数F－4－－15）

　資料3－11の手拭は1928年京都府で渋沢敬三氏の採

集したもの、一附票に大原女手拭とある。資料3，「12は

採集者，採集地の記載はないが、付箋に〔浅黄染，木

締手拭「渋52」〕とあるので渋沢氏のコレクションか

もしれない。両者とも一幅の軸かざりにでもしたいよ

うな見寧な手拭である。

　大原女の手拭は一般には瑠璃紺で両片に和歌のかか

れたものとしてすでに有名であるが，資料3一ユ1の手

拭は，桜や井桁や小花などを斜線地文に散らした3種

の型をくりかえし糊おきに染めた華麗な手拭である。’

一枚の型紙は19㎝弱の長さで，両面型染であるが，細

かい模様であるにもかかわらずほとんどずれがなく，

高度で精緻な技術によっている。更に，糊おきしたあ

とに2．d㎝径の顔料による赤い丸模様を各型ごとに一

点ずっ配置よくおき，その上をさらに糊伏せしてから1

藍がめに入れて染めたものと思われる。異なる模様に

共通の赤を入れることでデザイン効果をあげている。

　色は紺色で〔10B　2／2（bluish　black）〕藍染と

思われる。丸い模様は弁柄であろうか，赤茶色〔7．5

R4／8（red　brown）〕である。

　若干のしみのあとはあるが，折りじわもなく，ほと

んど使用されていないものと思われる。

　資料3　一一　12は前者とは趣きを変えた茶道具一式の図

柄で，渋い中にも新春のはなやかさのある模様である。

茶道用の風炉・釜に，羽ぼうき，火箸に梅の花がそえ

られている。

　筒染ではなく型紙一種を用いて糊置きし1ドやはり両

面型置きであるがややずれている。

　素材が手織りらしい厚手の木綿のためかもしれない。

地染の藍染にもややむらがある。技術的には高度でな

いが，雅味のある手拭であるe色は明るい標』〔2．　5P

B3／8（deep　blue）〕の藍染で，手拭の中央部分が

やや黄変しているが使用された様子はない。’

資料3　－13t　3－14、3－15　〔品名〕手拭

　〔標本番号〕15478，15479，15480（衣類F　r－　5“　一一　6）

　この三資料も渋沢敬三氏の収集によるもので，ユ930

年に東京都で収集されている。備考として〔日露戦争〕

とある。

　3本とも三井呉服店製で，例えば資料3！－13にみら

れるように「明治38年3月10日，第拾四奉天占領記念」

などのように戦勝を記念した手拭のようである。　1

　ほぼ同じような白木綿の手拭地に，同様なデザイン

の図案である。布幅はやや異な，り・それぞれ一反の布

に，型をおいて注染して染め出したもの，合成染料（硫

化染料か）の染である。染色はうすい青〔7．5B5／

6（dull　graJyi＄h　blue）〕一色で、素材は量産され

、た薄手の手拭木綿地である吃，。一．一，＿＿．、＿－r．一，“，，．．

　なお資料3－15の文字は「第十回　奉天占領記念，

一62一
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明治三十八年三月十日，三越呉服店製」とあり，また

資料3－14は「時事新報，時事漫画，三井呉服店製」

として敵の将軍の言葉入りで日本が戦争に勝っまでの

様子が譜られている。

資料3　T16，1了　〔品名〕四半手拭〔シハン手拭〕

〔標本番号〕16603，16604（衣類F－5－　10）

資料3－18　〔品名〕手拭〔ヌィダシテヌグイ〕

〔標本番号〕．　20144（衣類F－4－9）

　三資料とも鹿児島県大島郡十島村の採集である。四

半手拭の方には1934年5月15日A・M同人の採集で「十

島村口之島の日高タネ氏寄贈」とあり，かぶり物と附

記されている。　　・

　いずれも見事に刺しゅうあるいはしぼり染めされた

布で，蝉なる手拭ではなく、，赤いひもなどもっいてい

るので，故事来歴のあるものであろうか，それらに関

する記録は特に何もない。ふさに使ってある刺しゅう

糸がいずれも同じで，ヌィダシもようも似ているから

この地に共通の模様であろう。あるいは，いずれも日

高氏の作かもしれない。糸質や，技術が若干違う。

　ヌイダシ手拭は、糸密度が，経〔2⑪／on〕，緯〔16／

㎝〕の白い布（今はよごれているが）に，紫〔7，5P

3／8－（purp1β）〕と赤紫〔5RP4／8（dull　red

purple）〕の右よりの緬い紺糸でtほとんど織り目を

1本ずつひろいながら縫い出してあるので裏表がない。

1と．ころどころにピンク〔5R7／8（pink）〕の糸も

入っており，精巧華麗なかざり手拭いである。模様は

上下にあり中心から周囲に広がっており両端は断ち切

りのままで何色もの刺しゅう糸を集めたふさが，5か

所ずつついていたらしい根跡がある。その他，下方に

は赤いひもをむすんだあともあり，魔よけの意味もあ

ったのであろうか。

　四半手拭には，資料3　一一　18の刺しゅうと同じ麻の葉

に似たもようなどが，今度は藍でしぼり染めされてい

る。その上に同じような色の糸で刺しゅうしてあるが，

その糸は西洋刺しゅうの糸で，表だけ粗くもようを刺

している。やはりふさが所々にっいており，赤いひも

も同様につけてある。三者はいずれも色もように共通

性があった。

　　　　　　　　　総　　一括　，　　　一

　本報告では船帽子，眼当，手拭という全く異なる3

種の資料をとりあげた。

a．船帽子（資料3－1，2，3，4，5）

1．呼称はふな輯子，モオロクズキン，タコボッチ，

　ホーカンムリなどで，形状やかぶった状態，着用者

　層などに由来しているが，ほかに山形県，’秋田県で

　はテナガポッチなどとも呼ばれている。ナカユテは

　この種のかぶりものの呼称ではない。

　。採集地は前々報の図1にみられるように新潟，埼

　　玉，三重などで，冬期の老人の防寒用かぶりもの

　　のため地域差はあまりないようである。採集時期

　　は昭和10年，12年などがある。

2，形状，寸法等は図1や写真1にみられるように，

　弧の部分の形状や手の部分の長さや幅にやや違いが

袋2．手拭（●）データー覧表

　
N
a
、 3－9 3－10 3－11 3－12 3－13 3－14 3－15 3－16 3－17 3－18

糊一

糊
手　拭 手　拭 手　拭 手　拭　一 手　拭

四半手拭

Vハ姦）

四半手拭シ’

u
手　拭
?ｽ芽）

14926 14927 14929 21462 15弓78 15479 1548G 16603 16ε04 20144

東京
V　　モ

東京一　　島

京　都 東　京 東　京 東　京
鍛■ 賊一」

臨
仕一立　て　方 単 単 単 単 単 単 単 単 単 単

接ぎ布の枚数幅 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

縦　　　㎝ 34 33 33．5 33 3L5 31 ・30．5 30 32 32
寸
．
法 ・横　　一㎝ ‘88　・ 93 92 76 85 91 92．5 43 45 90

重なりの枚数 1’ 1 1 1 1 1 1 1 ユ 1

材　、　＿　質 木　綿 木　綿 木　綿 木　綿 末　綿 木　綿 木　綿 木　綿 木　綿 木　綿

組　　　　　　織 平　織 平　織 平　職 平　織 平　織 平　織 平　織 平　織 平　織 平　織

ミ 経　　本／c加 25 窮1 27 20 18 18 18 20 20 乞0

緯、　本／㎝ 20 1呂 20 13 14 16 16 13 16 16

厚　　さ　　㎜ o．42 O．56 o．41 0．45 0．44 o．44 0．46 0．62 o．42 O．45

色　　　・　　柄 白　地 白　地 紺　地 繰藍地 白　地 白　地 白　地 紺　地 紺　地 白　地

織，染、柄等 型　染 型　染 型　染 型　染 注　染 注　i染 注　染 絞り染 絞り染 色刺しゅう

重 さ 44 58 48 52 37 45 44 32 27 40
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　あるが，ほとんど岡じような長い手のっいた半円形

　のかぶりもので，2枚重ねの直線の部分に頭部を入

　れてかぶり，手の部分を首にまわしてむすぶ。縦横

　の長さをグラフ上1こ承すと，前々報の國2にみられ

　るように颪頚敷状，帯状かぶりものに次いで幅広で

　あるe仕立て方は索材自体が厚手のため単仕立てで

　あるが、裏布っきのものもあるe

　。材質は離毛をっむいで緯糸に織りこんだものや綿

　　ネル，木纏布で起毛させたものもあったが，真綿

　　のみの，いわゆる綿ぼし状のものはなかった。色

　　ia－．一般的な紺系統であるが，えび茶色も一点あっ

　　た。勿論すべて無地染であるe

　。裁ち方について注自すべきことは，痩とりをもっ

　　た裁ち方をしていることである。資料3－1のよ

　　うに中搬ζ接ぎ目を入れたらわずかな用霜で済ま

　　せることができるが，弛はみな2　ntあまりの窺を

　　硬っている。何枚か分の辮渥子をまとめて裁ち1

　　仕立て土げて販売していたものかもしれない。厚

　　さ，重さのデータは手っむぎ製品のため当然大き

　　かった。

t｝亡　翫…當く資料3－6，　7，『8）

三．辱弥縁メスダレ，眼當てであるが，用途力｝らみる

　と，舞毒穂先や虫さされなどから顔やi∋を守るため

⑳磯裳乏．遣先羅ミの雪督覆いとしての眼當にわか

：れる9採集地捻地籔江みち轟るまうに，薪潟，秋濁

　と鋒雪地域¢も¢で、採集隼も瑠強S，三韓三と古いe

今日のサンダラスと異な哲、碁要綱矢のものとし

て考え出さ為た用具であること葎わかるe

乞　形毅やす法は蟹玉、写真玉，表1などに示した通

ちであ60眼薗1こ霧を垂らむて頭部に紐でLばる形

式で．垂布韓透けてみえる必要があlj，からみ組織

の織物が使われているが，馬の昆の毛を用いたらし

い岩手のメスダレ1ま特に珍しい。色は黒，‘模様は勿

論ない。前々報は図2の形態分類にみられるように縦

　・横の丈ともに小さく，用尺もきわめて少ない。重

　さもわずかであるが，・紐の量が多いためはっきりし

　ない。

c．手拭く資料3　一一9，10，11，12，13，14，ユ5，16，

　17．18）　　　　’　　－

1．名称は手拭，鉢巻手拭，シハン手拭，ヌ4ダシテ

　1グ4等である。手獄は文字からみると手を掴くも

のとなるが，実隆の用途は頭にかぶらた珍鉢趣撰に

　Lft　ij，隷こ乗せたりするいろいろな塚途のあるこ

・と雑擁匿氏によって詣嫡されているところである物

採集地韓ここでは東京，寒都，鹿児島紀隈られたが，

当然，全国各地に在ったもので，その手拭の長さも

多様であり，帯状，風畠敷状かぶりもの1こもなった

　りしたと思われる。採集時期は昭和3年，5年と古い。

2．形状，寸法はいわゆる手拭の長さでゼWt300nあま

　り，’横90㎝蔚後であるが，シパン手拭は五尺手拭の

四半分といわれ，横が45㎝ほどである。前々報の図

　2の縦横グラフ上にみられるように1シハン手拭は

一般の手拭の単分の横幅上に位置してい観

　。素材は平織り木綿であるが，そこに附された模様

　の意匠構成にみるべきものがあるe渋紙の型紙に

　よる摺り込み染，糊置きの型染，還産手拭の注染

　の他，手仕事によるこまかい絞り染めや刺しmpう

　等が手拭布吊の二次元的平面に華やかにくりひろ

　　げられており，「他のかぶりものと異なり美的極値

　の高い資料となっているe今日では手拭は白地の

　注染が多いがデかっては藍染による紺地の多かつ

　　たこともここからうかがえるe

　　　　　　　　　謝　　　辞　　　：　　1　’1．1

　この報告は轟立民族学博物館の共同研究「日本在来

の労働衣嚴の比較硬究」の成果の晶部である。御指導

頂きました共伺研究の代表者の中村俊亀智教授・（国立

民族学博物館），ならびに西村緩子教授（岡山大学）・

をはじめとする各共同研究員の方々，さらには資料の

利墨に御甚力下さいました国立民族学博物館情報管理

施設の方々に，心から御礼を申し上げますe’
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一1！

3－一・1 3－6

3－2

3－3

　　　　　　　　　3－4

　3－8

3－1　ふな帽子（ふな帽子）

　　　　17499形状図
3－－2　頭巾（モオロクズキン）

　　　　22954形状図
3－3　タコポッチ（タコポlvチ）

　　　　21390形状図

3－3’同上裁ち方推定図、
3－4　ホーカンムリ、．．19409形状図

3－5，ナカユテ（ナi々ユテ）
　　　　15734形状図
3－－6「メスダレぐメスダレ）

　　　　16379形状図
3－7　メスダレ（メスダレ）

　　　　17026形状図
3－8　眼當て（眼當て）23156形
　　　．状図

粛禦騨鵬井上、献．

耳・』

　　　　　　　　　　3－3’

図量
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3－9　鉢巻手拭14926形状図　　’一一
・3－－IO　鉢巻手et　14927形状図　一　一．

3－11手拭，14929形状図
3一箆　手援21462形状pm　：

－3－13手撰15蔓7呂形状図
3－14　　手拳書15479形状図

3－一路一 趨D　1548s形状圏

窪一藩　四半手拭（シバン手拭）16603形状図
3－・三7　四三鼻報（シノ㌔ン手・ま浅）　16604形状図

3一蕗手鑓（ヌイダシテヌグイ＞20144形状図
擦寸饗麟者．山縫，醐，事携．
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資料3－1　ふな帽子〔17499〕
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資料3－3　タコポッチ〔21390〕

メスダレ

〔16379〕
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